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平
成
18
年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

に
伴
い
、
主
に
市
民
税
及
び
市
た
ば

こ
税
に
関
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

市
民
税
の
主
な
内
容
は
、
①
地
震

保
険
料
控
除
の
創
設
で
す
。
現
行
制

度
に
損
害
保
険
料
控
除
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
廃
止
し
地
震
保
険
料
控
除
と

し
て
最
高
限
度
額
を
増
額
し
ま
す
。

こ
れ
は
平
成
20
年
度
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。
②
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
の
一
環
と
し
て
、
個
人
住
民

税
の
10
％
比
例
税
率
化
で
す
。
比
例

税
率
化
に
伴
い
、
所
得
税
と
合
わ
せ

た
個
人
負
担
の
調
整
や
市
民
税
と
都

民
税
の
税
率
割
合
の
変
更
を
行
っ
て

い
ま
す
。
③
定
率
減
税
の
廃
止
で
す
。

以
上
②
と
③
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

の
適
用
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引

き
上
げ
で
、
本
年
7
月
1
日
に
販
売

財
団
法
人
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ

ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
る
3
か
所

（
花
小
金
井
駅
北
・
小
平
駅
東
・
鷹

の
台
駅
南
）
の
有
料
自
転
車
駐
車
場

が
、
来
年
3
月
末
日
を
も
っ
て
市
に

無
償
で
譲
渡
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴

っ
て
、
市
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
と

し
て
管
理
、
運
営
を
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
た
に
旧
東
部
市
民
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
花
小
金
井
駅
北
第
一
有

料
自
転
車
駐
車
場
を
設
け
る
ほ
か
、

無
料
の
新
小
平
駅
北
自
転
車
駐
車
場

の
新
設
に
伴
っ
て
新
小
平
駅
西
第
二

自
転
車
駐
車
場
を
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
4
か
所
の
有
料
自

転
車
駐
車
場
は
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
、
運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
事
務
を
進
め
る
た
め
、
3
月
31

日
付
で
条
例
改
正
を
行
っ
た
市
長
専

決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
、
①
国
民
健
康
保
険

税
の
介
護
納
付
金
課
税
額
に
係
る
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
で
、

平
成
18
年
度
分
か
ら
1
万
円
引
き
上

げ
9
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

②
公
的
年
金
控
除
の
見
直
し
に
伴

う
経
過
措
置
で
、
国
民
健
康
保
険
税

の
急
激
な
負
担
の
増
加
を
緩
和
す
る

た
め
平
成
18
年
度
は
13
万
円
を
、
平

成
19
年
度
は
7
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ

税
額
の
算
定
基
礎
と
な
る
所
得
金
額

等
か
ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

他
法
令
改
正
に
合
わ
せ
、
保
険
税
の

課
税
特
例
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
整

備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

花
小
金
井
1
号
雨
水
幹
線
管
渠
築

造
工
事
に
伴
い
、
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

工
事
内
容
は
、
花
小
金
井
四
丁
目

1
番
か
ら
4
番
の
市
道
第
C
―

55
号

線
（
野
中
通
り
）
に
特
殊
人
孔

じ
ん
こ
う
（
大

き
い
マ
ン
ホ
ー
ル
）
を
2
か
所
築
造

し
、
推
進
工
法
に
よ
り
内
径
2
千
ミ

リ
の
下
水
道
管
を
404
・
6

布
設
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
契
約
金
額
は
2
億
9
千
7

百
99
万
円
で
す
。

メ
ー

ト
ル

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
18
年
度
以
降
の
課
税
事
務
を
進

め
る
た
め
、
3
月
31
日
付
で
条
例
改

正
を
行
っ
た
市
長
専
決
処
分
を
承
認

し
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
個
人
市
民
税
の

非
課
税
限
度
額
の
見
直
し
で
、
①
所

得
割
の
非
課
税
限
度
額
、
②
均
等
割

の
非
課
税
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。

次
に
固
定
資
産
税
関
係
で
は
、
①

土
地
に
係
る
負
担
調
整
措
置
の
改
正

で
税
制
度
の
簡
素
化
を
図
り
つ
つ
、

負
担
調
整
の
速
度
を
速
め
て
負
担
水

準
の
均
衡
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、

負
担
水
準
が
一
定
以
下
の
土
地
に
つ

い
て
前
年
度
課
税
標
準
額
に
本
則
課

税
標
準
額
の
5
％
を
加
算
す
る
も
の

で
す
。
②
耐
震
改
修
促
進
税
制
の
創

設
で
、
昭
和
57
年
以
前
の
建
築
物
が

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
一
定
の

耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
に
固
定
資

産
税
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
法
令
の
改
正
に
合
わ
せ
、

必
要
な
文
言
等
の
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

〈議員提出議案〉

6月定例会
○：賛成　×：反対　－：欠席 （ ）内は各会派の議員数　※政和会の会派所属議員数は議長を除く数

議案番号 件　　　　　　　　　　名

第 59 号

第 60 号

第 61 号

第 62 号

第 63 号

犯罪の国際化及び組織化並びに情報処理の高度化に対処するための刑法等の一部を

改正する法律案の新設について慎重な審議を求める意見書

第31回オリンピック競技大会の東京招致に関する決議

抜本的な都市農業振興策の確立を求める意見書

NTT花小金井東社宅に関する要望決議

市内スクールゾーンの交通規制の柔軟な運用を求める意見書

政和
（6人）

公明
（6人）

緑ネ
（5人）

共産
（4人）

フォ
（3人）

民リ
（1人） 議決結果

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

退場1人

○

○

○

○

○

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　　　　　　名

第 39 号

第 40 号

第 41 号

第 42 号

第 43 号

第 44 号

第 45 号

第 46 号

第 47 号

第 48 号

第49～56号

専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例）

専決処分（小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例）

平成18年度小平市老人保健特別会計補正予算（第1号）

小平市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例

小平市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正
する条例

小平市税条例の一部を改正する条例

小平市健康センター条例の一部を改正する条例

小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例

小平市自転車等の放置防止に関する条例の一部を改正する条例

花小金井１号雨水幹線管渠築造工事請負契約の締結

市道路線の認定及び廃止（7路線の認定、1路線の廃止）

政和
（6人）

公明
（6人）

緑ネ
（5人）

共産
（4人）

フォ
（3人）

民リ
（1人） 議決結果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承　　認

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案に対する各会派の賛否議案に対する各会派の賛否�議案に対する各会派の賛否

小平駅東有料自転車駐車場

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

＜会派名略称＞ 政和：政和会　　公明：市議会公明党　　緑ネ：緑・ネット 共産：日本共産党小平市議団　　フォ：フォーラム小平　　民リ：民主リベラル

専
決
処
分
（
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

専
決
処
分
（
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

花
小
金
井
1
号
雨
水
幹
線
管
渠

築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結

NTT花小金井東社宅（花小金井南町一丁目）

さ
れ
る
も
の
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
税
法
等
の
改
正

に
伴
い
、
条
項
、
文
言
等
を
整
理
す

る
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
花
小
金
井
東
社
宅
に
関
す
る
要
望
決
議

可
決
可
決
ま
た
は

ま
た
は�

　
承
認

　
承
認
さ
れ
た

さ
れ
た
主
な
議
案

主
な
議
案�
可
決
可
決
ま
た
は

ま
た
は�

　
承
認

　
承
認
さ
れ
た

さ
れ
た
主
な
議
案

主
な
議
案�
可
決
可
決
ま
た
は

ま
た
は�

　
承
認

　
承
認
さ
れ
た

さ
れ
た
主
な
議
案

主
な
議
案�
可
決
ま
た
は�

　
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案�

決
議
決
議�

決
議
決
議�

決
議
決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

決
議�

み
な
ら
ず
地
域
住
民
か
ら
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
11
月
、
東
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
か
ら
小
平
市
に
対

し
、
N
T
T
花
小
金
井
東
社
宅
を

平
成
18
年
9
月
を
も
っ
て
閉
鎖
す

る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
小
平
市
で
は
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
と
し
て
、
周
辺
の
住
環
境

に
配
慮
し
、
緑
の
保
全
と
調
和
を

目
標
に
掲
げ
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
地
域
特
性
に

あ
っ
た
土
地
利
用
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
調

和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
市
民
、
行
政
、

事
業
者
が
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、
共
通
の
ル
ー
ル
を
認
識
し
な

が
ら
市
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

N
T
T
花
小
金
井
東
社
宅
跡
地

活
用
方
法
の
検
討
に
当
た
り
、
小

平
市
議
会
は
、
次
の
事
項
を
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

1

良
好
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
売

却
に
伴
う
土
地
利
用
計
画
に
つ
い

て
は
市
の
方
針
を
積
極
的
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
。

2

市
民
の
意
見
が
反
映
で
き
る

よ
う
十
分
な
話
し
合
い
を
行
う
こ

と
。以

上
決
議
し
ま
す
。

左記の議員提出議案
が定例会の4日目に
提出され、全会一致
で可決されました。

決
議
と
は
、
議
会
が
行
う
事
実
上
の
意

思
形
成
行
為
で
、
政
治
的
効
果
を
ね
ら
い
、

あ
る
い
は
議
会
の
意
思
を
対
外
的
に
表
明

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で

な
さ
れ
る
議
決
の
こ
と
で
、
広
範
な
問
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
平
市
は
玉
川
上
水
の
緑
を
初

め
、
環
境
の
よ
い
町
と
し
て
多
く

の
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
N
T
T
花
小
金
井
東
社
宅

周
辺
は
西
武
新
宿
線
花
小
金
井
駅

に
も
近
く
、
交
通
や
買
い
物
の
利

便
性
も
高
い
地
区
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
南
に
都
立
小
金
井
公
園
、

小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
緑

を
擁
し
、
北
に
「
美
し
い
日
本
の

歩
き
た
く
な
る
み
ち
500
選
」
に
選

ば
れ
た
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

（
狭
山
・
境
緑
道
）
の
緑
道
が
、

ま
た
隣
接
し
て
花
小
金
井
南
中
学

校
と
嘉
悦
大
学
が
あ
る
な
ど
、
緑

と
文
教
施
設
の
あ
る
調
和
し
た
暮

ら
し
や
す
い
地
区
で
あ
り
ま
す
。

N
T
T
花
小
金
井
東
社
宅
は
そ

う
し
た
地
区
の
中
心
地
に
あ
り
、

敷
地
や
緑
の
豊
か
さ
と
並
び
、
建

物
の
配
置
に
つ
い
て
も
そ
の
空
間

の
取
り
方
が
美
し
く
、
居
住
者
の


